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第
六
節
　
昭
和
初
頭
の
長
崎
医
科
大
学
第
六
節
昭
和
初
頭
の
長
崎
医
科
大
学
　
明
治
時
代
か
ら
し
ば
し
ば
授
業
料
の
改
訂
を
行
っ
て
来
て
い
る
事
実
が
如
実
に
示
す
よ
う
に
、
世
界
的
経
済
不
況
は
わ
が
国
の
医
学
教
育
の
経
済
面
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
来
た
。
そ
し
て
軍
国
主
義
・
資
本
主
義
の
発
展
と
共
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
更
に
労
働
争
議
が
起
っ
た
が
、
叉
、
社
会
保
障
の
問
題
も
次
第
に
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
　
さ
て
、
大
正
十
三
年
四
月
以
来
、
独
立
し
た
衛
生
学
の
講
座
と
共
に
、
こ
の
年
六
月
十
日
に
は
地
方
学
校
衛
生
職
員
制
が
定
め
ら
れ
、
長
崎
県
に
も
学
校
衛
生
技
師
が
置
か
れ
た
。
　
大
正
十
四
年
五
月
五
日
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
普
通
選
挙
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
三
年
二
月
二
十
日
に
は
そ
の
制
度
に
よ
る
最
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
民
主
主
義
の
発
達
を
み
る
と
共
に
、
社
会
保
障
の
問
題
も
起
っ
た
。
既
に
大
正
五
年
、
吉
野
作
造
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
喧
伝
と
河
上
肇
の
貧
乏
物
語
の
出
版
以
来
、
社
会
問
題
は
医
学
界
に
も
大
き
な
影
響
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
正
十
五
年
四
月
二
十
五
日
、
社
会
局
に
保
険
部
が
設
け
ら
れ
、
同
月
、
地
方
官
制
の
改
正
に
よ
っ
て
内
務
大
臣
の
指
定
し
た
庁
県
に
衛
生
部
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
内
務
大
臣
の
指
令
は
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
大
正
十
五
年
六
月
三
十
日
、
健
康
保
険
法
施
行
令
を
公
布
し
た
政
府
は
十
一
月
四
日
、
日
本
医
師
会
と
診
療
契
約
を
締
結
し
、
十
二
月
十
六
日
に
は
日
本
歯
科
医
師
会
と
、
同
月
十
七
日
に
は
日
本
薬
剤
師
会
と
契
約
を
結
ん
だ
。
　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
一
月
一
日
、
前
年
六
月
の
健
康
保
険
法
が
全
面
的
に
施
行
さ
れ
、
第
一
、
第
二
及
び
第
三
次
健
康
保
険
審
査
会
も
設
置
さ
れ
、
五
月
に
は
公
立
病
院
と
健
康
保
険
の
診
療
契
約
を
逐
次
締
結
し
て
行
っ
た
。
翌
三
年
十
二
月
に
至
り
、
健
康
保
険
診
療
方
針
が
歯
科
を
除
い
て
定
め
ら
れ
、
漸
く
健
康
保
険
の
制
度
は
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
二
年
一
月
二
十
日
、
一756　一
食
肉
輸
移
入
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
四
月
五
日
に
は
花
柳
病
予
防
法
が
公
布
さ
れ
、
八
月
五
日
に
は
航
空
検
疫
規
則
が
施
行
さ
れ
た
。
叉
、
十
月
十
一
日
、
国
立
癩
療
養
所
官
制
が
公
布
さ
れ
、
翌
三
年
一
月
に
は
農
林
省
よ
り
内
務
省
に
狂
犬
病
予
防
事
務
移
管
が
決
定
し
、
六
月
十
五
日
、
飲
食
物
防
腐
剤
．
漂
白
剤
取
締
規
則
が
制
定
さ
れ
、
九
月
二
十
六
日
に
は
内
務
省
社
会
局
は
「
船
員
保
険
法
案
要
綱
」
を
労
働
保
険
調
査
会
に
諮
問
し
、
十
二
月
四
日
に
は
「
診
療
方
針
」
の
制
定
を
み
た
。
　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
発
展
に
伴
い
、
進
め
ら
れ
た
医
療
態
勢
の
確
定
は
、
更
に
世
界
情
勢
の
変
転
と
共
に
医
学
教
育
に
も
大
き
な
影
響
を
示
し
た
。
今
、
昭
和
二
・
三
年
の
長
崎
医
科
大
学
の
略
史
を
眺
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
昭
和
二
年
三
月
三
日
、
本
学
々
則
第
六
章
を
削
除
し
、
以
下
の
条
項
を
順
次
繰
上
げ
、
第
四
章
中
、
試
験
制
度
の
一
部
及
び
学
科
時
間
配
当
表
を
改
正
し
た
。
同
月
二
十
五
日
、
第
一
回
卒
業
生
、
十
九
名
に
、
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
。
同
月
、
医
化
学
教
室
附
属
薬
品
倉
庫
及
び
附
属
薬
学
専
門
部
東
側
の
防
火
壁
が
竣
工
し
た
。
叉
、
本
学
及
び
附
属
医
院
構
内
に
消
火
専
用
の
水
道
を
布
設
し
、
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
本
学
北
部
隣
接
民
有
地
七
千
八
百
九
十
一
坪
二
合
九
勺
を
運
動
場
並
び
に
薬
草
園
用
地
と
し
て
買
収
し
た
。
　
四
月
一
目
、
教
授
浅
田
一
は
願
に
よ
り
学
生
監
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
阿
部
俊
男
は
学
生
監
に
補
せ
ら
れ
た
。
又
、
教
授
小
室
要
は
願
に
よ
り
附
属
病
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
望
月
成
人
は
附
属
病
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
同
月
、
附
属
医
院
眼
科
病
棟
並
び
に
機
関
室
等
の
増
改
築
が
竣
工
し
た
。
九
月
十
五
日
、
本
学
学
生
の
物
故
者
村
尾
俊
雄
の
父
村
尾
勝
次
は
村
尾
奨
学
資
金
を
開
始
し
、
解
剖
学
及
び
病
理
学
の
研
究
に
資
し
た
。
　
十
月
三
十
一
日
、
教
授
望
月
成
人
は
願
に
よ
り
附
属
医
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
教
授
浅
沼
武
夫
は
附
属
医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
　
十
一
月
、
新
設
の
運
動
場
が
竣
工
し
た
の
で
、
十
二
月
四
日
、
そ
の
竣
工
式
を
行
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
三
月
三
日
、
明
治
節
が
制
定
さ
れ
、
文
部
省
で
は
同
年
十
一
月
二
十
九
日
訓
令
を
発
し
て
「
今
般
学
校
二
関
ス
ル
諸
法
令
中
改
正
ヲ
加
へ
紀
元
節
．
天
長
節
及
一
月
一
日
ノ
外
明
治
節
ヲ
加
へ
当
日
ハ
職
員
生
徒
及
児
童
学
校
二
参
集
シ
テ
祝
賀
ノ
式
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
・
為
セ
ル
旨
今
般
文
部
次
官
ヨ
リ
通
牒
越
候
条
自
今
右
旨
趣
ヲ
体
シ
御
措
置
相
成
様
致
一757一
　
　
　
第
六
節
　
昭
和
初
頭
の
長
崎
医
科
大
学
度
依
命
此
段
移
牒
候
也
」
と
い
う
「
明
治
節
二
関
ス
ル
件
」
が
示
さ
れ
た
。
　
即
ち
十
一
月
二
十
九
日
の
文
部
省
訓
令
「
明
治
節
二
関
ス
ル
件
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
明
治
節
二
関
ス
ル
件
　
標
記
ノ
件
二
関
シ
本
年
三
月
三
日
詔
書
ヲ
発
シ
明
治
節
ヲ
制
定
セ
ラ
レ
　
タ
ル
ト
コ
ロ
右
ハ
暖
古
ノ
隆
運
ヲ
啓
カ
セ
タ
マ
ヘ
ル
　
明
治
天
皇
ノ
遺
　
徳
ヲ
仰
キ
明
治
ノ
昭
代
ヲ
追
憶
ゼ
ン
ト
ス
ル
　
明
治
節
は
翌
年
よ
り
本
学
で
も
記
念
日
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
十
二
月
十
四
日
、
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
川
上
登
喜
二
は
願
に
よ
り
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
教
授
高
畠
清
は
附
属
薬
学
専
門
部
主
事
に
補
せ
ら
れ
た
。
同
月
二
十
七
日
、
林
学
長
の
海
外
出
張
中
、
教
授
浅
沼
武
夫
は
学
長
事
務
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
日
勅
令
第
三
百
六
十
四
号
を
以
て
官
立
医
科
大
学
職
員
定
員
中
、
看
護
長
の
項
が
改
正
さ
れ
た
。
　
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
一
月
、
細
菌
学
実
験
室
そ
の
他
の
新
築
が
竣
工
し
、
細
菌
学
の
実
地
修
練
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
、
文
部
省
は
訓
令
第
五
号
を
以
て
「
堅
実
ナ
ル
思
想
滴
養
二
関
ス
ル
件
」
を
発
し
、
道
府
県
官
公
私
立
の
大
学
、
高
等
学
校
及
び
専
門
学
校
に
通
牒
し
「
夫
レ
教
育
教
化
ノ
中
枢
ハ
常
二
教
育
者
指
導
者
其
人
如
何
二
存
ス
是
ノ
故
二
独
リ
学
生
生
徒
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
広
ク
青
年
子
弟
ノ
思
想
ヲ
善
導
シ
国
体
観
念
ヲ
輩
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
カ
為
ニ
ハ
先
ヅ
教
育
指
導
者
二
於
テ
深
ク
思
ヲ
潜
メ
我
ガ
国
体
ノ
本
義
建
国
ノ
精
神
二
関
シ
テ
確
乎
不
抜
ノ
根
抵
ア
ル
信
念
ヲ
有
シ
身
ヲ
以
テ
範
ヲ
示
シ
行
往
坐
臥
ノ
間
二
衿
式
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
ベ
ク
又
常
二
学
生
生
徒
等
ノ
意
向
ヲ
察
シ
指
導
宜
シ
キ
ヲ
制
シ
外
間
ノ
誘
惑
ヲ
シ
テ
筍
モ
之
二
乗
ズ
ル
ノ
間
隙
ナ
カ
ラ
シ
メ
以
テ
健
全
ニ
シ
テ
有
為
ナ
ル
国
民
ヲ
養
成
シ
教
育
教
化
ノ
効
果
ヲ
全
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」
と
云
っ
て
あ
る
。
教
育
に
当
っ
て
は
外
間
の
誘
惑
は
厳
に
戒
し
む
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
り
、
教
育
教
化
の
実
は
こ
の
誘
惑
を
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
五
月
、
医
化
学
実
習
室
、
研
究
室
及
び
附
属
医
院
皮
膚
科
泌
尿
器
科
病
棟
並
び
に
結
核
病
棟
等
の
新
築
が
竣
工
し
た
。
　
六
月
三
十
目
、
林
学
長
が
帰
朝
し
た
の
で
、
七
月
三
日
に
至
り
、
教
授
浅
沼
武
夫
は
学
長
事
務
代
理
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
　
十
月
九
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
真
影
を
下
賜
さ
れ
、
同
月
十
一
日
、
奉
戴
式
を
行
っ
た
。
そ
し
て
同
月
二
十
九
日
、
勅
令
一758一
第
二
百
五
十
五
号
を
以
て
（
官
立
医
科
大
学
官
制
中
、
改
正
し
、
学
生
監
を
廃
し
、
専
任
学
生
主
事
を
置
ぎ
、
職
員
定
員
表
中
、
新
た
に
学
生
主
事
補
を
増
加
し
た
。
　
十
一
月
四
日
、
朝
野
の
知
名
士
を
招
待
し
、
本
学
創
立
記
念
式
を
挙
行
し
た
が
、
午
後
よ
り
学
内
を
開
放
し
て
一
般
の
縦
覧
に
供
し
た
。
翌
五
日
、
本
学
助
教
授
北
条
春
光
は
、
学
生
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
月
十
日
、
御
大
礼
記
念
式
を
行
い
、
式
後
、
職
員
学
生
生
徒
一
同
は
運
動
場
の
周
囲
に
ア
カ
シ
ア
の
記
念
樹
四
一
六
本
を
植
付
け
た
。
　
十
二
月
二
十
日
、
本
学
附
属
薬
学
専
門
部
教
授
大
倉
東
一
は
学
生
主
事
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
　
以
上
に
よ
っ
て
も
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
大
学
の
整
備
と
、
薬
学
専
門
部
の
拡
充
が
目
立
ウ
て
い
る
が
、
大
学
で
は
昭
和
二
年
三
月
の
金
融
大
恐
慌
に
次
い
で
、
昭
和
三
年
九
月
四
目
の
米
価
高
騰
、
期
米
後
場
立
合
休
止
な
ど
の
経
済
恐
慌
の
萌
し
に
影
響
を
受
け
、
授
業
料
改
訂
の
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
医
師
会
が
診
療
報
酬
の
六
割
増
額
を
要
求
し
た
の
も
軌
を
一
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
入
院
診
療
費
が
人
頭
額
よ
り
除
外
し
て
　
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
政
府
直
接
払
い
と
な
っ
た
り
、
翌
四
年
（
一
九
二
九
年
）
三
月
二
十
八
日
、
保
険
料
の
強
制
徴
収
権
を
認
め
る
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
を
行
う
な
ど
、
徐
々
に
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
一759一
